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　皇室の重要な祭祀である新
にい

嘗
なめ

祭
さい

に献納する米を

植える「御田植祭」が帰山諭さん（静内稲作振興

会長）の水田で行われ、関係者とともに秋の実り

と無事な献穀を祈願しました。

　新ひだか町からの献穀は 49 年ぶりで、豊作と

安全を祈願する神事の後に、早乙女姿の農協職員

４人が水田に入り、丁寧に苗を植え付けました。

　献穀者に選ばれた帰山さんは「大役を任され名

誉であり、責任の重さに身が引き締まる思い。無

事に秋の収穫を迎えられるように努力したい」と

話しました。

49年ぶりの献穀に向けて

御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

で秋の実りを祈願
５月30日／静内豊畑

地元のはちみつが給食に

世界みつばちの日特別メニュー登場
５月19日

　世界みつばちの日（５月 20 日）に合わせて、

町内産のホワイトクローバー蜜を使用した「フ

ルーツのクリームチーズ和え」が学校給食で提供

されました。

　給食に使用されたはちみつは、食をつないでい

るミツバチのことを子どもたちに知ってもらいた

いとの思いで㈲太田養蜂場から提供されたもの

で、フルーツのクリームチーズ和えを食べた生徒

は「はちみつを感じる！」と、いつもとは違う特

別メニューを楽しんでいました。
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　「第 87 回オークス（ＧⅠ・芝 2,400 ｍ）」が東

京競馬場で行われ、飛野牧場（飛野正昭代表）の

生産馬ジュウリョクピエロ号が見事優勝を果たし

ました。

　同馬は、最後の直線で爆発的な追い込みを見せ

ると、馬群の間を一気に抜け出し、ＧⅠ初勝利を

つかみ取りました。

　飛野代表は「強い相手で簡単なレースではな

かったが、今村騎手らしい冷静さと度胸で馬の力

をしっかりと引き出し、勝利に導いてくれた。本

当に素晴らしい騎乗だった。次は凱旋門を目標に

している。世界でも通用する馬だと信じている」

と日本人女性初のＧⅠ勝利となった今村騎手への

称賛と今後の目標を話しました。

歴史を刻むオークス制覇

ジュウリョクピエロ号　ＧⅠ優勝
５月24日／東京競馬場

五感を使って地域を知る

博物館マスターズ始動
５月30日／博物館

　１年間の探究学習を通じて子どもたちが町の自

然・歴史・文化を知る、「博物館マスターズ」の

活動が始まりました。

　初回は、今後の活動のフィールドとなる龍雲閣

やアイヌ文化交流センター、あさり浜などを巡り

ながら、博物館長から子どもたちへ学び方や考え

方のレクチャー。「現場百篇」を合言葉に、知識

だけではなく、五感を使って自分がその場で感じ

取ったことを記録するのも大切という事を教わ

り、「まぶしい」「潮のにおいがする」「あそこの

木が折れているのはなぜ？」とたくさんメモを取

りながら、これからの活動で挑戦したいことを考

えるなど、子どもたちは終始笑顔で楽しそうな様

子を見せていました。
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日頃の練習の成果を披露

日高管内老人芸能発表大会
６月10日／公民館

　日高管内の老人クラブ会員などが民謡や舞踏、

歌謡曲などを披露する「第 51 回日高管内老人芸

能発表大会」が公民館で開かれ、約 200 人が来場

しました。

　今年は、管内から 28 組・78 人が出演。趣向を

凝らした衣装での踊りや素敵な歌声など、多彩な

演目で日頃の練習の成果を披露し、観客から大き

な拍手や歓声があがるなど、会場は大いに盛り上

がりました。



叙勲・表彰

次の方々から温かいご厚志が寄せられました。

（敬称略、 順不同）

■ �二十間道路用として　エゾヤマザクラ

　㈱環境整備公社（代表取締役 河原秀幸）

■ 静内ライオンズクラブ結成65周年記念事業

　 として　サインパネル一式

　静内ライオンズクラブ（会長 船越俊男）

■ 学校給食用として ホワイトクローバー蜜

　㈲太田養蜂場（代表取締役 太田忠雄）

善意に感謝します

㈱環境整備公社 静内ライオンズクラブ

善行表彰

令和７年９月から令和８年１月にかけて、社会

貢献事業として静内温泉及び活性化センタート

イレ改修工事（2,062,500 円相当）を実施され

ました。

㈱長嶺設備工業

中畑譲司代表取締役

令和８年３月 27 日に、二十間道路桜並木樹勢

回復事業資金として 300 万円を寄付されまし

た。

㈲五十嵐産業

五十嵐豊和代表取締役社長

令和８年３月 25 日に、新ひだか町の未来をけ

ん引する人づくり事業資金として 200 万円を寄

付されました。

北海道彌生

ホールディングス㈱

長谷川尚功代表取締役会長

令和７年８月から令和８年２月にわたり、防災・

減災力の強化等による安心・安全な地域づくり

の推進事業資金として 200 万円を寄付されまし

た。

㈱合同資源

大谷康彦代表取締役社長

令和８年３月 31 日に、新ひだか町の未来をけ

ん引する人づくり事業資金として 300 万円を寄

付されました。

㈱トラストバンク

大井潤代表取締役
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　「第 72 回東京ダービー（Jpn Ⅰ・ダート 2,000

ｍ）」が大井競馬場で行われ、高橋ファーム（高

橋政弘代表）の生産馬フィンガー号が見事優勝を

果たしました。

　同馬は、好スタートから一気に先頭に立つと、

最後の直線でも後続を寄せ付けず勝利。羽田盃に

続く３歳ダートクラシック２冠の快挙を成し遂げ

ました。

　高橋代表は「うれしいの一言です。なかなか取

れるタイトルではないので、馬も良く頑張ってく

れました。次の目標は当然ダート３冠ですが、け

が無く無事でいてくれることが一番だと思ってい

ます」と喜びを語りました。

ダートクラシック２冠を達成

フィンガー号　東京ダービー優勝
６月10日／大井競馬場
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